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研究成果の概要：本研究は、時刻によって移り変わる風景の変化を人間の識別判断に基づい

て記述・把握することを目指した基礎的研究である。本課題では、昼夜間の景観様相変化に関

して、空、山などの自然要素や壁面等の人工要素からなる景観を対象とし、時系列景観画像の

分析および被験者を用いた二種類の識別要因把握実験を行い、昼・夕・夜などの印象変化、人

間の識別判断の様子およびその要因を把握することを試みた。またこれらの結果をもとに景観

の様相変化およびその識別構造のモデル化および記述に関する知見を得た。 

 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,300,000 0 1,300,000 

2007 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2008 年度 310,000 93,000 403,000 

2009 年度 790,000 237,000 1,027,000 

  年度    

総 計 3,500,000 330,000 3,830,000 

 
 

研究分野：工学 

科研費の分科・細目：建築学 都市計画・建築計画 

キーワード：景観、様相、光、夕、夜、画像、識別 

 
１． 研究開始当初の背景 

(1) 研究代表者は、江戸時代の浮世絵図、
近世絵画、現代の観光情報写真を分析し、そ
の結果、時代を問わず夕・夜景が少なからず
描かれており伝統的に昼から夜へと移り変
わる風景が好まれていることや、時代ととも
に描かれている風景が自然環境を中心とし
たものから人工環境を中心としたものまで
多様化してきていることを示した。景観の八
景式鑑賞法では、時刻や天候の変化が重要な
要素となっており、古典文学作品の記述など
を見ても、日本人は伝統的に、昼から夜ある

いは夜から昼へと移り変わる境界の時間帯
の風景に価値や特別の意味を見出してきた
ことが知られている。さらに、印象に残る風
景や原風景などの心象風景に関する研究に
おいても夕刻の時間帯の事例が多くみられ
ることを示すものもある。これらのことから、
時刻変化を考慮した景観計画の可能性と、ま
たその中での自然環境の果たす役割の重要
性が示唆された。 

 

(2) 既往の景観研究では昼の景観に関する
ものには、数多くの研究の蓄積があり、また
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夕・夜景を対象とした研究も散見されるが、
昼の景観研究の方法論をそのまま適応した
ものが多く、昼から夜といった時間的変化を
含めて景観を扱う方法論については、ほとん
ど議論されてこなかった。その理由の１つは、
人間が知覚する景観の昼から夜への様相変
化が曖昧あるいは複雑であり、これを記述し
把握することが困難であるために、その検討
があまりなされてこなかったからであると
考えられる。 

既往の研究では、昼と夜の二時点の比較に
ついて、たとえば昼夜の地点識別のてがかり
の違い、景観の構成要素のちがいや構成要素
の持つインパクトの順位の変動、図と地の違
いなどが論じられており、昼夜の相違につい
てはある程度の知見が得られている。 

しかし時々刻々と移り変わる景観の様子
については曖昧あるいは複雑でもあり、その
ような時系列変化の特徴を表現・記述し捉え
る試みはほとんどなされておらず、夕方や夜
あるいは朝など時間的な変化を考慮した景
観研究を行う場合、その前提となる景観の見
え方・捉え方そのものに関する基礎的な知見
が必要であると考えられた。 

 

(3) 一般に景観は一日の時刻や、季節、気象
などによって姿や印象を異にする。そして市
街地や自然などのシーン景観についてその
視覚的な特徴を論じる際には、同一対象景観
の眺めであっても、光環境などの条件によっ
て様相が異なることにより、視覚的に重要な
個所やその要件が、たとえば方位や時間帯、
天候などによって異なることが予想される。 

このような時間的変化を含めて景観を把
握し取り扱うことを考える場合、曖昧で複雑
であることも多い環境自体の変化と、それを
どのように人間が捉えるか（たとえば印象や
評価の変化など）をあわせて理解することが
必要であると考えられた。 

 

(4) 上記の背景を含め、まずは基礎的研究と
して、景観を構成する対象の明るさや色彩な
どの視覚情報の時間的変化と「昼景」「夕景」
「夜景」などの人間の景観の様相変化に対す
る識別判断を関係づけて説明することによ
って、人間の景観知覚に基づいた景観の昼か
ら夜への様相変化の把握モデルを検討し、景
観の評価や分析や予測などに役立てること、
時間的変化を含めて景観を扱う方法論の深
化および手法の提案を構想し目指すことと
した。 

 

(5) 研究代表者は、それまで夕刻の昼から夜
へ移り変わる風景について、光景画像を分析
して画像の明暗構成および輪郭情報の時系
列変化を示し、これらの特徴に基づいて環境
の連続的な変化を捉え説明しようとしてい

たが、人間側の識別判断については直接扱っ
ておらず示しえていなかった。 

 

２． 研究の目的 

(1) 景観の時間的様相変化に対して、昼の
景観が夕方らしいまた夜らしい景観へ移り
変わる際の人間の曖昧な識別判断を視覚情
報（景観構成要素の持つ特徴およびそれらの
関係性）との関係で把握すること。 

(2) 人間の景観知覚に基づいて、昼から夜
への様相変化の識別構造をモデル化して捉
え、検討するための知見を得ること。 

具体的には以下の通り。 

①視覚情報の把握：景観構成要素の明るさや
色彩、輪郭などの視覚情報の時系列変化の特
徴を画像処理によって明らかにする。 

②様相変化の識別：被験者を用いた実験によ
り「昼景」から「夕景」「夜景」へ移り変わ
る景観画像の識別状態および識別要因とそ
れらの視覚的特徴を把握する。 

③上記①②を関係づけて把握し、「昼景」か
ら「夕景」「夜景」へ移り変わる風景の識別
状態および識別要因を推察し、景観の昼から
夜への様相変化をモデル化し記述するため
の知見を得る。以上に加えて 

④様相変化現象における景観構成要素（空、
山などの自然要素や壁面等の人工要素）の役
割を考察する。 

 

３．研究の方法 

(1) 対象景観：自然環境および自然と人工の
複合環境による景観の夕景の景観様相変化
事例を、本研究課題の対象事例とする。 

 

(2) 景観画像の作成：昼から夜にかけてカメ
ラによる定点撮影を行い、時系列変化の記録
を行い、これらの時系列連続写真を基礎資料
とする。またコンピュータ上に取り込み時系
列景観画像を作成する。 

 

(3) 視覚情報の分析：景観画像上の景観構成
要素の明るさや色彩およびその構成などの
視覚情報の時系列変化の特徴を画像処理に
よって明示的に把握する。 

 

(4) 識別実験１（識別状態および識別要因の
把握）：昼から夜にかけての景観写真を被験
者に観察させ、印象の似通っている画像をグ
ルーピングさせる実験を行う。この過程で、
被験者が主としてどのような要素、変化に着
目しているかについても把握する。 

 

(5) 識別実験 2（識別状態および識別要因の
把握）：上記のグルーピングによって分節さ
れうるそれぞれの時間帯に対応した昼・夕
方・夜の景観画像を、眼球運動システムを装
着した被験者に観察させ、視線の動きを把握



 

 

することによって各時間帯の景観の視覚的
特徴の差異を把握する。 

 

(6) 上記の画像分析結果と識別実験の結果
を併せて、人間の印象判断に基づいた、昼夜
間の景観の様相変化の識別要因を考察する。 

また、同時に、様相変化現象における景観
構成要素（空、山などの自然要素や壁面等の
人工要素）の役割を考察し、時間的変化を含
めた景観計画・設計への展開可能性を検討す
る。 

 
４．研究成果 
(1) 識別実験 1（識別状態および識別要因の
把握）について 
昼から夜にかけての景観画像を連続的に

映写し、被験者に観察させ、印象の似通って
いる画像をグルーピングさせ、かつその特徴
について自由記述させる実験を行った。 
① 実験概要 
・空・山・水面からなる自然景観、建物の建
ち並ぶ町並みと空、水面による景観など、構
成要素の異なる景観に対し、日入時刻の前後

約 1時間から 1時間半（天候はいずれも晴もし

くは快晴）、カメラを固定し 5 分間隔で撮影し、

得られた連続写真を実験資料とした。これらを、

それぞれ一列にならべて被験者に提示した。写

真背景は白色に統一し、その上に連続写真を横

一列に並べて配置した。被験者には、「印象や

雰囲気が同じだと思う写真ごとにグループ分け

し、その境界を区切る」よう指示し、また「そ

れぞれのグループについての説明および感じた

ことを自由に記述」してもらった。 

被験者は理工学部大学生７４名（男性４８名、

女性２６名）、場所は通常の教室にておこなっ

た。 

図１. 実験概要 

・区切り位置の前後においては景観の様相に
なんらかの特徴的な変化が生じているもの
と考えられる。しかし区切る行為は曖昧な識
別判断によっているとも考えられることか
ら、区切り位置を前後の時点を含めて幅を持
ったものとして解釈し、重み付け平滑化して
大凡の傾向を把握した上で、分節された各グ
ループに関する自由記述内容との関係を把
握した。 
② 実験結果 
・景観構成の異なる景観において、グループ
分けの分節数に大きな差異はみられなかっ
たが、グループ分けの区切り位置と人数に差
異がみられた（たとえば表１、図２）。 

表１. 分節数比較の例 

（景 1: 空山水面の景観、景 2: 町並みを含む河川景観） 

図２.グループ分けの区切り位置と人数の例 

（景 1: 空山水面の景観、景 2: 町並みを含む河川景観） 
 
・重み付け平滑化したグラフから、昼夜間の
境界の時間帯にはいくつかの特徴的な変化
点があり、昼から夜への変化はいくつかの時
間帯に分節して捉えることが可能であるこ
とが推察された（たとえば図３）。また様々
な景観の比較により、これらの印象変化の段
階や時点は景観の構成要素によって異なる
ことが推察された。 

 
   ＊カッコ内の数は出現総数 

図３：平滑化グラフと各時間帯の出現語の例 

（景 1: 空山水面の景観の例） 
 
(2) 識別実験 2（識別状態および識別要因の
把握）について 

昼・夕方・夜などの各印象変化の段階に対
応する景観画像を映写し、被験者に観察させ、
眼球運動計測装置を用いて各時間帯の注目
要素を把握する実験をおこなった。 
① 実験概要 
・空・山・水面からなる自然景観、建物の建
ち並ぶ町並みと空、水面による景観など、構
成要素の異なる景観に対し、時系列連続写真
を撮影し、それらの中から、各景観について、

 

 

 

 



 

 

昼、夕 1（日入前）、夕 2（日入後）、夜の 4
シーンの画像を選定し、アイカメラを装着し
た被験者に観察させる。観察時間は１シーン
につき 30 秒とした。 
 被験者は理工学部大学生８名（男性６名・女

性２名）。 

 

図 4. 実験概要 
・得られた眼球運動データから視線停留時間お

よび停留点を分析把握し、これについて昼・夕・

夜の各シーンの差異について、比較考察をおこ

なった。停留点の位置については景観画像上で

景観構成要素（空、山、建物群など）に対応し

た領域（sky,Mt.,Buildings など）を設定し、

停留点数をカウントした。また、各領域の境界

部分の停留点については、これに含めず、境界

部分（a),b),c)など）の停留点として別にカウ

ントした。境界部分の判定は境界線より視角±1

度を目安とした。 
 
② 実験結果 
・視線停留点数については、夕方にやや多く
なる傾向が見られた（たとえば表２）。 

表 2  視線停留点数の平均値の例 

（景1: 空山水面の景観、景2: 空山水面建物の景観の例） 
 
 
 
 
 
・停留時間については、夜に停留時間がやや
長くなる景観の例がみられた。 
・視線停留位置については、昼・夕・夜とも
より明るい部分あるいはコントラストが高
い部分が注目されやすいこと、夕刻では空の
方へ視線を向けやすくなること、夕刻では建
物等の足元よりもスカイラインへ注意が向
きやすいこと、夜は足元の水平面を構成する
要素に視線が向きやすくなることなどが推
察された（たとえば図５、６）。 
・しかし実験時の定性的な観察では、薄暗い
中になにかを確認しようとする動きや上記
の傾向に反する場合もみられ、より詳細な景
観構成要素と視線停留点の関係や、停留時間
の長さ、また各停留の意味についても検討の
必要があると考えられた。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 5：景観構成要素の各領域と停留点数の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6：景観構成要素の各領域の境界部と停留点数

の例 

（図５、６とも町並みを含む河川景観の例） 

 
(3) 画像分析結果と識別実験の結果につい
て 
 識別実験１において昼夜間の境界の時間
帯にはいくつかの特徴的な変化点があり、昼
から夜への変化はいくつかの時間帯に分節
して捉えることが可能であると推察された
こと、および印象変化の段階や時点が景観の
構成要素および構成によって異なることが
推察されたことから、これらの要因を具体的
な景観構成要素と関連付けて把握しうるか
どうかを調べるため、特に識別実験１で対象
とした各景観の構成要素の色彩特性の時系
列変化を画像処理によって把握し、識別実験
１でみられた各時間帯との関係を考察した。 

① 分析概要 

・各景観構成要素の色彩特性変化の分析 

識別実験１で対象とした景観の景観画像
を用いて、各景観構成要素の領域を表３の方
針で設定し、すべての時点の画像について、
各領域の色相（H）・明度（V）・彩度（C）の
平均値を算出しその時系列変化をグラフ化
した。 

表 3  画像上の領域の設定方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・得られたグラフ上に識別実験１の結果得ら
れた時間帯を併せて示し、各景観構成要素の

 

1) 空（sky）：空の領域 

2) 山（Mt.）：山の領域 

距離帯の異なるものについてはMt.1,Mt.2...と

分割する．また，山の  領域内の陽面部分

（Mt.light）と陰面部分（Mt.shadow）に分割し

設定する． 

3) 水面（water）：水面の領域． 

4) 市街地（city）及び建物壁面（wall,house）： 

市街地の領域は市街地のまとまり全体を一つ

の領域として捉える．建物壁面については，市街

地 の 領 域 内 か ら 色 彩 の 異 な る も の

（wall.white,wall.gray など）や壁面の向きによ

って陽面となるもの（wall._.l）や陰面となるも

の（wall._.s）など性質の異なると思われるもの

を別に設定する． 

5) その他：上記の他に地面（ground），石（stone）

などの要素があれば別に設定する． 



 

 

色彩特性変化と識別実験で得られた結果と
の関係を把握した。 
 
② 分析結果 
・色彩特性変化において空と他の景観構成要
素との関係性が変化する時点と、識別実験１
で示された印象変化の時点とが一致するケ
ースがみられた。（たとえば図７） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7：各景観構成要素の色彩特性の変化と分節実

験の分節位置の例 

（町並みを含む河川景観の明度の例） 
・各景観構成要素のなかでも特に空および水
面の彩度が大きくなる時間帯があり、これと
識別実験１で示された印象変化の時点とが
一致するケースがみられた。（たとえば図８） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8：各景観構成要素の色彩特性の変化と分節実

験の分節位置の例 

（町並みを含む河川景観の彩度の例） 
・山や建物壁面などの陰面陽面の変化（陰陽
がなくなる、あかりが現れるなど）と識別実
験１で示された印象変化の時点とが関連す
るケースがみられた。（たとえば図９） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9：各景観構成要素の色彩特性の変化と分節実

験の分節位置の例 

（空山水面の景観の明度の例） 

 

(4) 上記の実験結果および分析内容と、それ
らをあわせた考察から、得られた主要な知見
を以下にあげる。 
 
①昼と夜の境界の夕刻の風景の変化は連続
的ではなく、いくつかの特徴的な変化点があ
り、段階があるものとして捉えることができ、
昼と夜の境界の時間帯はいくつかの時間帯
に分節して捉えることが出来る可能性があ
る。 
（たとえば、識別実験１において、被験者間
で共通性の高い印象変化の時点がどの景観
にも存在した。ただしそれらの時点の数、時
刻は景観によって異なっていた。） 
 
②その場合、景観の構成要素および構成が異
なると、印象変化の要因が異なり、上記の変
化の段階や時点なども異なる。つまり景観構
成によって変化プロセスは異なると考えら
れる。 
（たとえば、本研究の範囲では、自然風景と
人工物・建物の風景において、印象変化の要
因や、印象変化が生じる時間に差異がみられ
た。） 
 
③人間の識別判断と関係づけられる様相変
化の説明要因として、各景観構成要素のふる
まいとそれらの関係性（つまり景観（画像）
全体が持つ様相特徴）がその一要素となって
いることが推察される。 
 
④上記のような景観構成要素およびそれら
の関係性のなかでも、特に空および空と他の
構成要素との関連が様相変化のプロセスお
よび印象変化の要因として大きな位置を占
めるであろうことが推察される。 
 
⑤ 景観構成のなかでは、水面や山といった
自然要素の有無や、人工照明の出現（たとえ
ば点灯時刻なども含む）といった要因も、変
化のプロセスを左右するものであろうこと
が推察される。 
 
⑥ 今後の課題として、上記の詳細な検討に
加え、様々な景観構成要素の種別および人間
の識別判断をいかに整理しうるかという点、
また景観設計への応用を考えるには、方位や
距離をいかに位置づけるかといった点にお
いてもまだ検討すべき課題がある。 
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